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超新星残骸のような希薄な環境では粒子種間の直接衝突がほとんど起こらないため，衝撃波加熱直後の電子・
イオン温度比 β ≡ (kTe/kTion)|t=0は質量比程度になると予測される．しかし，実際にはより高い温度比が観測さ
れており（e.g., Ghavamian et al., 2006; Yamaguchi et al., 2014），衝撃波面近傍で電子の急激な加熱過程の存在
が示唆される．この電子が急加熱される過程の理解には，初期温度比 βの定量的な評価が重要である．
RCW86は，南西領域にて逆行衝撃波を受けた低電離鉄イオンからの内殻電離輝線 Kαおよび Kβが検出され

ている (Ueno et al. 2007)．これらの輝線が同時に観測されている事実は衝撃波通過直後の低電離プラズマに高
温電子が存在することを示唆しており，初期温度比が高いことが指摘されている．本研究では，初期温度比 βを
定量的に評価するため，RCW86の南西領域に対してXRISMによる鉄輝線の精密分光観測を行った．その結果，
Fe Kβ/Kα比は 0.092+0.032

−0.016，Fe KαとKβの中心エネルギーはそれぞれ 6.393+0.002
−0.002 keV，7.094+0.012

−0.021 keVであっ
た．これらの中心エネルギーは，数階電離した低電離な鉄のプラズマが∼ 300 km s−1で遠ざかっているとすれ
ば説明できる．また，測定された輝線の幅は 125+5

−4 eVであり，鉄のイオン温度にして∼ MeVに相当する．本発
表では，観測された輝線の強度比，中心エネルギー，幅をもとに，それらを説明する電離度，衝撃波速度，およ
び初期温度比 βを制約し，RCW86における電子加熱効率と加熱機構について議論する．


